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（新思潮社，昭和5~7 月）に則る。更に便宜上運動毎に記号を附し，表 1 のような取り扱い
とした。以降，基本運動の名称は記号をもって代える。













I 振 動 (j) 振動（振る）
W 弾 性 (k) 弾性（弾む）
v 蛇 動 (1) 蛇動（動揺）
(m) ポーズ
w そ の 他
(n) 手拍子
表 2
入 作品名 年 代 拍子 形態（隊形） a b C d e f g h i j k I rn n total 
1 胡 蝶 大正15年 3月 2拍子 体操隊形 16 96 84 8 20 64 288 
2 二羽の蝶 昭和 2年 2月 2拍子 42-6人人グル組ープ 2 12 66 12 24 16 8 8 20 24 192 
3 遊びませう 昭和 2年10月 4拍子 21 重人 組円 16 32 4 12 16 6 14 28 128 
4 モルゲンロート 昭和 6年 1月 2拍子 体操隊形 8 4 6 8 6 2 4 50 24 112 
5 フレンチマーチ 昭和 6年 1月 2拍子 体操隊形 22 40 12 20 8 172 16 16 14 320 
6 蝶の戯れ 昭和 6年 1月 4拍子 3列人縦隊組 2 44 12 2 32 8 16 28 32 176 
7 私 た ち 昭和 6年 1月 4拍子 2 重 組円 48 80 128 2 人
8 喜 び 昭和 6年 1月 4拍子 体操隊形 38 10 8 32 8 96 
9 友 千 鳥 昭和 6年 1月 4拍子 2 重人 組円 128 40 168 
10 親鳥子鳥 昭和 6年 1月 4拍子 21 人重 組円 120 56 32 12 4 224 
11 ダンスオプピース 昭和 6年 1月 4拍子 21 重人 組円 16 4 8 36 48 16 128 
12 波上の月 昭和 6年 1月 4拍子 2列人縦隊組 16 84 12 40 32 16 200 
13 お 月 見 昭和 6年 1月 4拍子 2 重人 組円 4 8 8 4 4 4 32 
14 ウンテルデンリンデ 昭和 6年 1月 4拍子 体操隊形 8 8 8 8 4 8 76 8 128 
15 巴里人の生活 昭和 6年 1月 3拍子 体操隊形 12 66 96 18 24 216 
16 空 行 雁 昭和 6年 1月 4拍子 体操隊形 16 24 32 216 288 
17 蝶のゆくへ 昭和 6年 1月 3拍子 隊6人形グル変ー化プ 36 24 66 117 45 288 
total 38 90 200 628 212 366 609 14 86 462 54 68 253 32 3112 
％ 1.2 2.9 6.4 20.2 6.8 1 1.8 19,6 0. 4 2.8 14.8 1. 7 2.2 8.1 1.1 ＼ 
順位 12 8 7 1 6 4 2 14 ， 3 1 10 5 13 ＼ 
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表 3
l~I 作品名 I 基本運動の流れ
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写真 1 「胡 蝶」 写真2 「二羽の蝶」
写真 3 「遊びませう」 写真 4 「遊びませう」
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写真 5 「モルゲンロート」 写真 6 「フレンチマーチ」
写真 8 「蝶の戯れ」 写真 9 「ダンスオプピース」
写真 10 「波上の月」 写真 1 「お月見」
写真 12 「蝶のゆくへ」 写真 13 「蝶のゆくへ」
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表 4




























1. 作品の形態的特性について （表 2参照）
各作品が実際に踊られる時の隊形および形式 (1人で， 2人組で， 3人組で）そして基本に
なる拍子を合わせて作品の形態とし，考察をすすめた。
まず17作品中 2作品（巴里人の生活，蝶のゆくへ）が 3拍子， 4作品（胡蝶，二羽の蝶，モ






びませう」はじめ 6作品でそれらは一重円 (3作品），二重円 (3作品）に分けられる。更に，
円形を保ちながら 2人組になることを必ず指定しており，一重円の場合は相手を決めるために
















17作品中10作品は 2人組，または 3人組の踊りとして構成されていることである。 2人でまた

























（表 3参照），大変興味深いことがみられる。どの作品も必ず 2種，または 3種の基本運動が
組になって，くり返し使用されているのがわかる。作品によってその組み方が異なっており，
伊澤ヱイの作品に関する研究(1) 73 
その組み方で作品の傾向がうかがい知れる。例えば， 「胡蝶」の場合，前半は i（倒）と f
（跳）が 3回くり返され，後半は b（解緊）と i（倒）が 4回くり返されている。これが顕著









み。 「喜び」振動と歩中心のもの。 「友千鳥」歩と重心移動のみ。 「親鳥子鳥」歩が過半数を












た。（写真参照） 以下の10作品にポーズが見られた。 「胡蝶」 「二羽の蝶」 「遊びませう」











































1) 伊澤ヱイ 「体育ダンス」 目黒書店 昭和6年1月 p.130 1行目
2) 同上書 p.60 1行目
3) 同上書 p.1 下段 4行目
4) 同上書 p. l 下段11行目
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5) 伊澤ヱイ 「体育ダンス」 目黒書店昭和 6年1月 p.17 8行目
6) 同上書 p.18 3行目
7) 同上書 p.61 1行目
8) 同上書 p.61 3行目
9) 同上書 p.21 10行目
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